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◎ 地域協議会会長会議を開催しました 

2 月 3 日、愛知県三の丸庁舎において「令和 7 年度地域協議会会長会議」を開催しまし

た。川上会長の挨拶に続き、「今後の農地利用の最適化に向けた取り組みについて」を協

議事項として審議しました。まず、「①農地利用の最適化に関する意見や活動等」につい

ては、令和 9 年の農地法制の見直しを見据え、現場の意見を集約していくことなどを事務

局から説明しました。次に、「②農地利用の最適化の推進に係る課題および今後の対応」

については、令和 8 年度事業計画の検討状況等を説明しました。さらに、「③農地利用の

最適化の推進に関する申し合わせ決議（素案）」については、関係各所へ意見照会を行っ

たうえで、3月 25日に開催予定の臨時総会に提案する予定の内容を説明しました。 

 

◎ 常設審議委員会（２月）の審議状況について 

 2 月 3 日に「愛知県三の丸庁舎」において、農地法等に係る諮問に対する答申を審議す

る「常設審議委員会」を開催しました。 

 10 の農業委員会から農地法第 5 条に基づく転用事案 11件 101,828 ㎡、愛知県から同法

第 41 条に基づく利用権設定事案 2 件 1,355 ㎡について諮問があり、審議の結果、いずれ

も原案のとおり許可（同法第 41条については裁定）して差し支えない旨承認されました。 

 また、愛知県から農業振興地域の整備に関する法律第 4条に基づく愛知県農業振興地域

整備基本方針の変更にあたり、同法施行令第 1条に基づく諮問がありました。荒廃農地の

解消策について、県は市町村とよく協議していくことの確認や、農業振興地域外の区域の

農地の保全についての要望もありましたが、原案のとおり変更することを適当と認める旨

承認されました。 

 (参考) 諮問農業委員会 

 瀬戸市(1件)、春日井市(2件)、小牧市(1件)、稲沢市(1件)、津島市(1件)、常滑市(1件)、 

大府市(1件)、東浦町(1件)、知立市(1件)、豊橋市(1件) 

 

◎ 都道府県農業会議会長会議が開催されました 

2月 17日に東京都の「主婦会館プラザエフ」において、一般社団法人全国農業会議所主

催の「都道府県農業会議会長会議」が開催され、川上会長が出席しました。 

会議では、國井会長の挨拶に続き、情勢報告及び主要会務報告があり、協議事項として、
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①令和 8年度事業計画（案）・収支予算（案）、②令和 8年度農林水産・農業委員会組織

予算等、③令和 8 年度全国農業委員会会長大会、④情報事業の推進等について、協議が行

われました。 

このなかで、全国農業委員会会長大会と全国農業委員会代表者集会の開催時期について、

予算折衝・概算決定に向けて国会議員への要請活動を行う適期を踏まえ、令和 9 年度から

は 11月下旬から 12月上旬に全国農業委員会会長大会を開催し、代表者集会を 5月下旬か

ら 6月上旬の開催とする案が示されました。 

 

◎ 女性農業委員・農地利用最適化推進委員現地研修会を開催しました 

  2月4日、愛知県農業会議及び農業委員会レデ

ィスあいちの共催により、女性農業委員、推進

委員及び事務局職員16名が参加し、現地研修会

を実施しました。豊川市農業委員会の協力を得

て、豊川市役所に集合の後、太陽光パネル処理

を行う加山興業㈱市田リサイクルプラント、同

市農業委員会会長の山田裕也氏（愛知県農業会

議監事）の圃場及びＪＡひまわり総合集出荷セ

ンターを視察しました。リサイクルプラントにおけ

る太陽光パネルの解体・分別の工程や、山田会長の

圃場におけるＡＩを活用したスマート農業の取組

み、ＪＡひまわりでは、花き・青果の一元集荷及び

複数ライン検査による一体的で効率的なシステムな

どを直接ご説明いただき、有意義な研修とすること

ができました。ご協力いただいた皆様に、改めてお

礼申し上げます。 

 

◎ 東海農政局と稲作経営者会議との意見交換会を実施しました 

2月 13日にアイリス愛知（名古屋市中区）において、東

海農政局 秋葉一彦局長始め 14名の方々と稲作経営者会議

の役員及び会員 37名との意見交換会を実施しました。 

秋葉局長の挨拶並びに情勢報告に続き、同局生産部生産

振興課 橋本課長から「令和 8年度コメ関連予算」、同局

経営・事業支援部担い手育成課 吉岡課長から「地域計画

の策定状況等」について情報提供ののち、「令和８年度の

水田作経営について」をテーマに意見交換を行いました。 

生産者の立場からの米価に関する情報発信、水田政策

の見直し、備蓄米の放出、みどりの食料システム、再生二期作、企業誘致による大規模転

用、中山間地域直接支払制度など、さまざまな課題について、要望も含め、意見交換を行

いました。 

 

中央：秋葉東海農政局長 

研修参加者（加山興業㈱にて） 

左
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山
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長 
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◎ 農業委員会事務局に対する巡回支援を実施しています 

  2月 10日の西三河地域（安城市役所）を皮切りに、各地域の農業委員会事務局に対する

巡回支援を実施しています。①令和 9年農地法制見直し(仮称)、②農業委員会関係予算、

③所有者不明農地対策事業、④地域計画への対応等、⑤農業委員会サポートシステムの最

新化等、⑥タブレットの運用、⑦愛知の農業委員会活動活性化運動等について意見交換し

ています。農地法制の見直しに当たっては、現場の声を丁寧に取りまとめ、国へ届ける必

要があります。また、来年度は市町村において「農業経営基盤の強化の促進に関する基本

的な構想」を見直す時期に当たるとともに、多くの農業委員及び農地利用最適化推進委員

が改選を迎え、これに伴い、「農地等の利用の最適化の推進に関する指針」の検証・見直

しが行われる予定です。 

こうした状況のなか、十分な情報共有と意見交換を行い、農業会議として積極的に支援

に努めてまいります。 

（参考 2月の実施地域） 

尾張地域（2/12一宮市役所、2/16清須市役所）、海部地域（2/26愛西市役所）、 

西三河・豊田加茂地域（2/10安城市役所、2/27岡崎市役所、）、知多地域（2/25半田市役所）、 

東三河地域（2/17豊橋市役所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な行事予定 

■ ３月 ４日 理事会及び常設審議委員会（桜華会館） 
■ ３月 ６日 巡回支援[犬山市、江南市、岩倉市、大口町、扶桑町]（扶桑町役場） 
■ ３月１０日 巡回支援[名古屋市、瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市、長久手市、 

東郷町]（県三の丸庁舎） 
■ ３月１２日 巡回支援[新城市、設楽町、東栄町、豊根村]（新城市役所） 
■ ３月１９日 全国農業会議所臨時総会（東京・ルポール麹町） 
■ ３月２５日 臨時総会、理事会及び研修会（県三の丸庁舎） 
■ ３月２７日 ＪＡグループ臨時総会（ＪＡあいちビル） 
■ ４月 ７日 常設審議委員会（県三の丸庁舎） 
■ ５月１１日 常設審議委員会（県三の丸庁舎） 
■ ５月１９日 農業委員会会長・事務局長会議（県三の丸庁舎） 
■ ６月 ２日 令和 8年度全国農業委員会会長大会（東京・文京シビックホール） 

全 国 農 業 新 聞 

ご購読者の皆様へ 購読料改定のお知らせ 

この度、令和８年４月１日より、下記の購読料に改定させていただきます 

・新聞購読料（税込）：月額９００円（現行：月額７００円） 

・電子版購読料(税込)：月額７００円（現行：月額５００円） 

農業委員会系統組織として伝えるべき情報のほか、農業経営や読者ニーズに

沿った情報発信を行うことによる「読者の満足感」、「農業・農村への理解」

を高めるよう、更なる紙面内容の充実を図ってまいります。 

また、電子版をリニューアルし、これまで同様紙面ＰＤＦに加え、記事単位

の閲覧を可能とするほか、デジタルコンテンツを拡充してまいります。 
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はじめての農業委員会シリーズ 
元京丹波町農業委員会事務局長の永武幸子さんに編集協力を頂き、はじめて農業委員・推進委

員や事務局員になられた皆様が農業委員会業務を実施するにあたって、事務局員を務めた経験上、

必要だった事項を整理したシリーズ。 

１ 活動記録簿記入の手引 ～最適化活動分類表付～ 

農業委員会活動記録簿の具体的な記入例を紹介する手引。最適化活動分類表（分類例と詳細欄

の活動内容記載例）を付録。               R06-39 Ａ4判 12頁  定価 660円 

２ 農地利用状況調査の手引 
農地利用状況調査の実施に役立つよう、調査や判断のポイントなどをわかりすく解説。京丹

波町農業委員会の利用状況調査に大きな役割を果たしている手引をもとに作成。  

R07-18 Ａ4判 16頁  定価 330円 

３ 農業者年金業務の手引 
農業者年金業務に役立つよう、概要や加入推進のポイントなどをわかりすく解説。京丹波町農

業委員会の農業者年金業務に大きな役割を果たしている手引をもとに作成。 

 R07-21 Ａ4判 16頁  定価 440円 

４ 農業委員会業務の手引 基礎編 
事務局員を務めた経験上、必要だった基礎事項を整理。農業委員会の基礎知識や農地 制度、農

地法３・４・５条をわかりやすく解説。新任委員や事務局員に向けた研修教材としてもお勧めで

きる一冊。                    R07-33 Ａ4判 28頁  定価 550円 

５ 農業委員会業務の手引 応用編   2 月５日刊行 
基礎編でお伝えできなかったことを伝える応用編。農業委員会の「指針の策定」「目標設定」や

農地所有適格法人制度、解除付き貸借などを分かりやすく解説。     

                          R07-34 Ａ4判 36頁  定価 990円 

６ 農業委員会業務の手引 事務局引継編  2 月 20 日刊行 
事務局を異動する時の引継に関するポイントに加え、農業委員会の基本事項や地域計画、農地

中間管理事業についてもわかりやすく解説。京丹波町農業委員会の引継に大きな役割を果たして

いる手引をもとに作成。            R07-36 Ａ4判 32頁  定価 990円 

 新刊 新刊 

お問い合わせ先：一般社団法人愛知県農業会議（TEL:052-962-2841 FAX:052-953-0399） 

（発行所：一般社団法人全国農業会議所 〒102-0084東京都千代田区二番町 9-8） 


